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１． 活動方針・目的 

熊川は、国の重要伝統的建造物群保存地区として歴史的景観の保存が図られている地域の

ため、歴史や自然を活用しながら、ここに暮らす人々が「住み続けたい」、訪れる人々が「ま

た来たい」と思う環境整備を続けています。住民
．．
が主体となり行政

．．
がサポートしながら活動

しており、伝統文化活動の活性化や観光客の大幅な増加につながっています。 

２． 活動内容 

先ずは、住民が快適に住み続けたいと思えるまちづくりを目標に、地域に誇りが持てるよ

う環境整備を進めました。活動は、定期的な建物の修理、前川用水（平成の名水百選）の清

掃作業、街並みを俯瞰できる高台への遊歩道の整備など多岐におよび、これらを継続するこ

とで建物補修技術の研究と伝承にも発展しています。地域の誇れる伝統文化として京都の一

乗寺郷土芸能保存会との交流により、京都から伝わったとされる「てっせん踊り」を８０年

ぶりに復活させ、地元の小学校にも出向いて、郷土愛の醸成と文化伝承の活動にも取り組ん

でいます。このように住民が我が街をより良くしていくことで、観光客増加の波及効果とな

っています。また、住民と観光客の交流を進めることを目的とした「熊川おもてなしの会」

を設立し、旧家を活用した喫茶「勘兵衛茶屋」とお泊まり処「熊川宿勘兵衛」を運営してい

ます。さらに若手が中心となって、観光イベント「熊川いっぷく時代村」の開催を定着化さ

せ、駕籠かつぎレースなど工夫を凝らした催しがリピーターの獲得に一躍かっています。 

３． 他の活動団体の参考となる事例 

住民が地域を良くすることが活動の原点であることから、例えば平成２０年度には「伝建地区

熊川宿の防災まちづくり計画」を策定しています。従前の行政主体の防災計画ではなく、住民自

らリサーチし対策を考え実行計画を立てて行政の計画にも反映させるスタイルです。安心・安

全・快適に住む街をみんなで築いています。熊川は少子高齢化の進行が高いため「第二次熊川ま

ちづくりマスタープラン」を策定するなど、みんなで課題に取り組む体制が整っています。これ

は、定期的に住民総出で用水を清掃する活動などから発展するもので、住民が我が町をより良く

する精神がベース。壮年期の住民が多彩なイベントを企画することで一層観光客が増えており、

熊川を訪れた方による「熊川宿ファンクラブ」が立ち上がり、単なるリピーターの会ではなく、

観光客も住民と一緒になってまちづくりに参画し、熊川に対する思いの輪を広げる取組みを目指

しています。 

４． 今後の課題等 

これまでは恵まれた地域の資源と強力なリーダーシップがあり、行政が活動を支える体制も整

っていることで成功していますが、次の世代につなげるため今後は若い世代を取り込んでいきた

いところです。 
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大正時代の熊川宿

鯖街道

平成８年７月９日、全国で４２番目と
なる重要伝統的建造物群保存地区
選定。調査から１５年目の選定でし
た。この時から、町並みを活かした
新たなまちづくりが始まりました。
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平成１０年の熊川宿中ノ町。道路が地道風に、電線電柱がなく
なり、前川の護岸を石積みにして、橋が架かりました。山並みを
借景に開放的な歴史的景観がよみがえりました。

中ノ町景観整備完成を祝って、８０年ぶりに復活した「てっせん
踊り」を初披露しました。てっせん踊りの復活には、京都の一乗
寺郷土芸能保存会の皆様にお世話になりました。
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平成１４年、文化庁の支援を受けて、山車の復元が完成。春の
神社の祭礼と秋のいっぷく時代村の時に巡行しています。

平成１６年、文化庁のご紹介で行われたブータン王国との歴史
的建造物保存に関する交流会。踊りやそばうちなどを通じて交
流を深めました。
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一人の主婦のひと言から、仲間の輪が広がり、平成１９年、熊
川宿おもてなしの会による喫茶「勘兵衛茶屋」がオープンしまし
た。平成２１年からは宿泊施設の運営も始めています。

平成１９年、鯖街道交流シンポジウム開催。小浜、熊川、保坂、
朽木、一乗寺、京都出町のまちづくり団体の方々をお迎えし交
流を深めました。
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平成２０年、前川が環境省の「平成の名水百選」に選定されまし
た。地域ぐるみで保全活動を行ってきたことが評価されました。

平成２１年、「伝建地区熊川宿の防災まちづくり計画」策定。
ワークショップで作成した「住民アクションプラン」を計画に取り
入れ、住民と行政の協働による熊川らしい計画になりました。
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平成２３年、継承が危ぶまれる「熊川葛」を再興するため、有志
が立ち上がりました。近くの山で葛根を掘り、二十数回の寒晒し
作業を経て、純白の「熊川本葛」を作り上げました。

まとめ

みんながよくなることを目指す

地域資源を活かし、まちに誇りをもつ

それぞれの持分を果す

住民が主役

外とのつながりを大切にする


